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地域林業の組織化モデルに関する研究

百

遊

要旨

瀬

橋

公

洪

地域林業の組織化の右策と，その展開の手だて等についての研究を，昭和59年度から昭和61勾二

度まで実施し た。王ti.結果は次のとおりであるョ

1 )森林の成執化がすすんでおり.地域産材の安定供給体制の整備を急く必要がある 、

:! )他減林業の組織化を推進するためには，その中骸的担い手ーである森林組合の拡充強化策か垂

要な課題てあるe 型に，森体組合と地域木材関係業界とが提携を深めることが課題である勺

:地域{ドJ，組織的ts.森林施業を推進するには，地業の集団化等の胞策の展開が4主要であるの

夫

基

-1休業粁常は転換期であり，労働節約的で.自然力を活用した施業の促進が必要と なってくる G

51地域林業の推進じ森林組合作業fffの俗保対策が希要である。

付 j 地域r/'Jイ、作者所有林が割合多く， しかも泣廃がすすんでいる ので.そのI絞り車Jlみかど、袋であ

;.~ .-， 

的

J2山村 に お ける i位脱化の進h~与にとらなう，農林業生肢の担い手不足，生注意欲の減退なとの事

管と資源管JljIの[村静化に対応して，林業生Jmを維持推進するためには，側別経営の枠を越えた地域

(J'.). 組織的汁応か強 く安請さ れている 。そこ で. このよ うな地域に適合 Ltこ組織化のモテルを険討

Jむとして.地域林業の先展lと寄与しようとする ものである O

f43こ). 二ジ)研究:;.il{Jf05Dil度から61年度まで. [司庫助成課題として実値した もので本県は「森

林年Il台そqJ心 と Lt二地域林業の組織化モデルJを課題とした。

2 研究の方法

本研究のは的から，調査対象地域として，選定基準により. 59年度l乙伊南地域を. 60年度に飯田

rfiと奈川村地域を選定した O そして地域の林業及び森林組合にかかわる各種の統計等の資料並びに

森林組合・市町村当局，区 (部落).農協，森林所有者.製材業者なとからの聞き取り調査により，

地域林業の現i5t.森林組合の活動状況等を把揮し，これを』去に分析検討を行なった o

3地域の林業及び森林組合の特性と問題点等を比較検討し，都市部と山村部別lζ，森林組合を中

心とした地以林業の組織化モテルの設定をねらい.モデル試案等の検討をすすめた。 しかしながら.

このモデル&0:fiには多岐亡羊の認識をえたので.伊南地域に ついて分析検討を重ねモデノレ案を設定

L. tこ。

そして， このモデル案について森林組合，市町村等の検討を加えモデルを設定するとともに，更

とモテルを実現化するための諸要件等について協議したっ

3 結果と考察

ア

f:P南地域林業の概況

森林の現況

この地域は ti林か75?6を占め， そのうち民有林は65先の 18.S00haであり， その概況は表一 !の
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とおりである。三の地域の林業の成熟度を 'J、す桁官 はよ 2のと 才;')て，人 l材、半:土五(J'弘，をt.u:;樹

林キri66e/，/.î l 庭樹の f王寺歯ii級森林平は 20 ~うて . それそれ山中均を l~H -)てむ!)林業先先地域といえ

h--: ~ カ・ら 4 に 〆J ; すと おりで特に

ょう τ

また ， 針葉樹の樹梧別構成及ひ標準伏期船以上の林分構成~1. ， 

I ~:，IJ 齢林は ア カマ'/ ， ヒノキ[こ多く ，この地域の特徴とな~てい るコ

森林の保有形態をみ ると.面積{こおけ る 占有卒は何人向 64 ~シ r!illlr村イiI8e/".部活イーf6うY/なお.

が rなものである。

S ha未満のri)j-fJ" (';. ，t q () '/;::， -?:-，1 jめ!リiイ士事HIIである汁制人1J林の所有者はが-)6.000人 で.
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伊南森林組合の現状と変遷

(j.l wi森林組合は，昭和55年 9月 IHに駒ケ根市，飯島町.中川村.

併をして発足したもので.その事業，資枠;ちの変1豊(土去- 5の とおり であるυ

特徴

市町村と森林組合とでfJi雨林業推進協議会そ情成し，

一体となって地域の林業振興lこ取り組んでいる 。

100.0 2.396 100.0 12.236 

宮田村の 4森林組合が広域合

イ

!ア)

行政と主II台が強し、J宝撲を保ちながら.

つ ーー
ムd
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その[一土j{本:ii大のようてある。

休業従宮古協会. 位協勺村、研 7ノレー 7きJ)こ守.:守Ii.木材 ・製材業

施業必安t!fの忌jl、余林を問地f号にま(氏コス ト!ヒそ[:.::1るために，匂率 化.付i業祥苦i の ;-，~nイヒ .付、
ノ

二心地iζはJ差次設定 しn~J !えを鉛lに的和')5的ζ 抱業を展開する 『E五点施業集[寸|化担ドーを設け.Jこめて .

~r 、 r-.、τ

l:f{.(~i.、胞業集廿l化推進協議

会を年II{.，認する。間I&，;立地[メ0)合十年、lifr有朽と合林車1Ifi及びr!i IH'J村を主体と する。

ki!確保iJ)役割を1fl.う，品品繋，示点他業集団化I山lメu)施業υ;)d十@i.エ
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ヒノキを，r(}~;í，とする主体地形成と. {)l雨時材の安定供給体制の整備をすすめる 0

11地域のアカマツ， ヒノキの占ff;:f--;はアカマ:;301:づ， ヒノキ 1296で，そのl面積は 7.700ha IC.及ん

でいる。成長，品質ち良好で成熟度も I布く.標準伐即j齢以上の林分はアカマッ1.500ha.ヒノキ 500

hoと多い O ヒノキの材質は.リl濃ヒノキにそん色がない評価があり，アカマツ材は名古屋市場で評

アカマツ.オ

!日]穎の森林に対しての施業の方向.技術指針

針葉樹林の齢級構成をみると凶のようで

ある。戦後の拡大造林を主体とする森林が

成熟化し，伐採可能林となる 8齢級に順次

到達増大してくる。ちなみに， 8齢級lと至IJ

達する森林は， 5年後には1.500ha， 

後lζ は 2.400ha， 15年後には 2.300ha IC及

10年

また.

自国がよ L、つ

この両樹椅を tl王に洋地づくりを推進する。

の明示.統一胞業化をすすめ る。

ha 

:2.500 

ぶこと lとなる。

一方，林業経営の動向をみると，木材価

絡の低迷，林業労働力の不足，賃金の上昇

などから，長伐期大径材生産と皆伐同避の

川 傾向は全|主I(r.Jな現象と なって きたようであ

LlJuUlる。 立木価格は昭和55/;f7'J>ら附 11例 ::ICか

10 11 1213143上けてM もの低溶がみられ.他方，肯林t詑5 
(閣伽加勧I f叩lゆ3)1ワ巾7引I(凶凶4心I1ほ叩3剖) (は問3却)(ω2引)(山1)1川山lい)I山1)は昭相5日1'r千勾仔t効-

主服伐収入のtドを大 きく超え るようにな

ったと，熊崎実氏は述べている つ

屯IjJ~ょ林キIl{干の伐 iH コ スト の調査資料によ る と.昭和38年を 主基準とした賃金は，昭和60i干 に は大

体11H~・ i こ な 勺 て い るが，素材価格は1. 7 倍.な木価格lζ 至っては1.I倍 (ζ しかな ってお らず，昭和1

38年と附干1160年で殆んと変わらなくな っている 。
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<.. ， (11南地域の針龍樹林而結の齢級構成(61年 12月現在)

このよう な動向を踏まえて， f刑判地域の林業経営 も.賃金の 上昇など経営コストの増加や，労働

力の減少なと IC対処していくには，伐期を長期化して立木価格を高め，皆伐を減らし再造林の負担

を少 くする等.労働投入を節約し自然の力をより活用していく.複層林の造成，天然林施業の展開，

ff問広葉樹の育成も推進することが必要であろう 。慢届林lこついては，飯島町において町有林をモ

テソレ林にするべ く，数年末とりかかっている 。

また， I文lにみるよ うに，齢級構成は大変アンバランスであ って，

考え られるつ

平均化等総合的な改良が必要と

時熟化するfi1南地域の森林資源をむ効(こ活問し，活力ある伊南地域林業を構築するため，地域一

体とな って伊南偉材の安定供給体制の整備を推進する。

そ のプ':jl~JJ としては，

ifi: .'点、胞業集団化地区を主体 IC..森林組合を中心とした施業を組織的l乙展開し，計画的な木材

生陀を行い，地域市場への安定供給を閃 ってし、く 。

森林組合を中心とする素材生産事業体を育成して L、く 。

森林組合と地域木材業界の組織と，協調提携を促進する。
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エ 森林組合と大し 1.訪山ω仙台‘5と，以|祈ij'.j:こfji携をすーすめる 合

3; 組織化モテルを実刻化するための，;f;'t:f!f

ア 市町村(t， 地域林業のキ11織化をrjJ心 とする森林.林業のマス ターフランを樹ιし.そJJ1JI;')

へ誘導するとともに.それ に伴う財務処置をして lペコ

イ 広域森林組合として 6年を料1品Lt: _，L'I ;'主林*Ilfì は . こ の i~~ J ， 役職uの努力 ， 市町村 ~9 の指導

協力lとより成長してきたか，森林組合が当地域林業組織化の中心的役割を裂していくため には.史

lこ量質兼備の執行体制.充実した資本装備.安定熟達し た労務組織寺その拡充強化か示安な課題で

ある。 そのためには，森林組合の自助努力 はらとより .市町村ク)ー同U)支径と .関係機関の行成指

導が必要である。

ウ 最近における 林業施策の方|むlをみると . J T i UJ J村(土地ん一林政の1/1心になるこ とが多くなり .地

域林業振興lζ果すべき役割を強く期待されるよ うにな勺てきた。当地戚の市町村林政推進体制lは逐

次整備されてきたが，伊南地域の森林の成熟化の進展lζ対応し て.体制を整備してい くこ とが必堂

と思われる。

エ IEI，県の森林施業推進の助成処置の充%が必安であり .特lこit二点、施業集同化地[><'の施業lこ討

する ，長期資金の利子補給等が必安と な勺てこ よう。

オ 地域内不在者の所有林は. *''1 850件 2.300h口に述し，個人有林面積の19勿，民有林の13匁を

占め， しかも中川村地区lζ多い。こ れ らの森林iこは放置の天然林か多く荒廃がすすんでおり .地域

林業推進上の支障になる。

乙れについては.森林組合によ る積極的な取りキ11みをf'f勺ていくのが適当と!とIわれる。

カ 伊i有森林組合の作業班の年齢構成をみると .40-49故33~シ . 50-59蔵56c，(， . 6(J自主以上日 匁で，

若い省の新規参入がなく . i ~ 々 高齢化している。森林組合が林業のけ l舷的{日 L 、干の役?i1j を則すため

には.事業実行確保に必要な基幹的作業員の雌保は絶対必安条件である 。 このままfff:移する と1(j ~I 

i去には激減するこ とが予測され，その砿{足立H誌が可(裂である。

このため.次のような 対策を促進す ることが必泣であろうり

(ア) 事業の安定的確保による雇用の辿w比。

(イ) 社会保障制度へのJJlI入促進，就労環境の幣耐l等雇114体制の整{砧。

(ウ) 林業機械等技能者の養成確保。

キ 伊南地域林業を振興，構築するためには， それlζ積極的に取り組む，森林組合のリーターや

木材業界の地~等の リー夕、ーの発掘養成が重要な課題である 。

4 おわりに

伊南地域を中心i乙，地域林業の組織化について検討を進めてきたが. 今後の検討課題 も多い。す

なわち，伊南産材の安定供給システムの構築，地域の森林，林業の基本方策，林業経営の転換方式

等が大き な課題であ る。
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